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青森支部 会員数89名

会員数201名福島（中通り）支部

　福島県は平成 23 年 3月11日の東日

本大震災、そして、東京電力福島第1原

子力発電所事故と災害に見舞われました

が、専修大学をはじめ多くの方から御支

援を賜り心から感謝を申し上げます。子

供たちが元気に大学で学ぶことができる

幸せを噛み締めております。

　これからも子供たちと一緒に成長でき

るよう頑張って参りますのでよろしくお願

いします。

　支部懇談会の個人面談は時

間制限がかかるほど大好評で、

時間配分を大幅に見直すことと

なりました。また、今年も隣県

である北東北三県と函館支部

と情報交換を深め、よりよい支

部活動を行うために盛り上げて

いきたいと思っています。

支部の活動
　支部のスタッフは10 名程度で
す。最大の事業は支部懇談会の
開催です。毎年大学から教員4名、
職員 2 名の御出席をいただき盛
大に開催しております。特に個人
面談が好評です。また、昨年度は
福島県の就活担当の方にも参加い
ただき、貴重なアドバイスをいただくことができました。
　また、昨年度は初めて育友会本部からの支部活動特別援助金を活用
して「生田キャンパス見学会・鳳祭見学」を実施いたしました。図書館
や食堂なども見学でき、また、鳳祭で学生たちの活動している姿を見
ることができ、参加者からは大変好評でした。

支部の活動
　北海道新幹線の開業に伴い青函交流事業として函館支部の新入生歓迎会に参
加させていただきました。支部間で意見交換をするなど親睦を深めることができ、
楽しい時間を過ごすことができました。隣接の支部とさらに交流ができればいい
と思っています。

お国自慢
　福島（中通り）地方は、高村光太郎の『智恵子抄』で「あれ
が阿多多羅山、あの光るのが阿武隈川」や「本当の空」で有名
な風光明媚な地域です。また、食べ物も美味しいお米や野菜だ
けでなく、果物も豊富で、夏になると甘くて瑞々しい桃や梨、ブ
ドウ、秋にはリンゴや柿など数え切れません。温泉にも恵まれ
ており、日本酒の蔵元も多く、ゆっくりと日頃の疲れを癒すのに
は最高です。ぜひ、福島においでください。

お国自慢
　青森ねぶた、弘前ねぷたと共に五所川原「立

たち

佞
ね

武
ぷ

多
た

」は東北でも有数の夏祭りとなっています。
　「立佞武多」は高さ約 23m、重さ約 19t の巨大
な山車が「ヤッテマレ！　ヤッテマレ！」の掛け声の
もと、五所川原市街地を練り歩き、その圧倒的迫力
で沿道の観客を魅了しています。
　運行は「立佞武多の館」に展示している３台の大型
立佞武多と町内・学校・愛好会などでつくられる中型、
小型のねぷたと合わせ、15台前後が８月４日から８
日まで出陣いたします。是非一度見に来てください。

支部活動の
輪を広げる

各支部の魅力的な活動を紹介
し、支部同士のネットワークを
広げていきます。

※会員数は 2017年６月１日現在のデータ

↑前列左端が私

↑箱根駅伝予選会の応援にも行きました

青森さ、きてけぇ！

ありがとう！ 福島

H29支部長　山口　洋

H29支部長　阿部徹也


